
PCI 内部セキュリティ評価人（ISA）になる方法
PCI 内部セキュリティ評価人（ISA）になることは、所属組織内部で専門知識を身につけ、PCI データセキュリティ基準（PCI DSS）への準拠を評価するため
に役立ちます。ISA プログラムは、対象組織の資格のある内部セキュリティ監査専門家が、組織の PCI DSS に関する理解の向上、組織と認定セキュリティ
評価機関（QSA）とのやりとりの円滑化、組織内部の PCI DSS 自己評価の品質、信頼性、一貫性の向上、PCI DSS の手法と管理を一貫して適切に適用で
きるようにするための支援を実現するため、PCI DSS に関するトレーニングおよび認定を受ける機会を提供します。 

ISA になるには、トレーニングに申し込む前に必要ないくつかの手順があります。11 月 15 日と 16 日に東京で開催される ISA 講習会への参加をご
検討の場合は、10 月 10 日までに申請手続きを開始する必要があります。

まず組織が ISA スポンサー会社としての認定を受けてから、個別の従業員が組織内の PCI DSS 準拠の検証と維持の方法についてトレーニングを受ける
必要があります。以下の手順に従ってください。 

手順 1 - 確認
• ISA 認定要件をよく読んでプログラムの内容と要件を理解し、あなたとあなたの組織がどちらもこのプログラムに十分に適してい

ることを確認します。

手順 2 - 申請
• ISA 登録フォームを提出してください。

• ISAスポンサー会社の登録申請を入力してください。注: ISA スポンサー会社になるのに料金はかかりません。必要なのはトレーニ
ングの費用のみです （PCI SSC による ISA 登録フォームの承認後、主連絡窓口担当者にオンライン申請書へのアクセスが許可
されます）。

• ISA のトレーニングに専門人材を登録してください（ISA 法人申請の承認後、主連絡窓口担当者はポータルサイトで専門人材（受
講者）を登録することができます）。

• 研修料を送金してください（研修料の請求書は、ISA 研修の申請が承認された後 3 営業日以内に主要担当者に電子メールで送
信されます）。電信送金、クレジットカード、小切手のいずれかでお支払いください。支払いはすべて米ドルでお願いします。小切手
の場合は必ず米国の銀行で振り出した小切手でお支払いください。

• 研修料: 2,500米ドル（PO会員）　3,950米ドル（非PO会員）

手順 3 - 研修
• 研修申請の受領後、主連絡窓口担当者に登録確認の電子メールが送られ、受講生には受講の前提条件となる PCI の基礎に関す

るオンライン必修コースを修了するための指示が届きます。

• 受講生がクラスルームでの研修に参加するには、このオンライン必修コースを受講し、必修試験に合格する必要があります。受講
生は合格するまで 3 回試験を受けることができます。3 回の試験を受けて合格しなかった場合は、受講生は新規の ISA 研修に登
録し、コースの受講料金を全額支払う必要があります。

• 必修コースに合格すると、PCI SSC から講習会での受講者の座席と講習の詳細（日時や場所など）を確認する電子メールが送ら
れます。

手順 4 - 登録
• 申請が PCI SSC によって承認され、ISA に指名された従業員が ISA 研修に出席して合格すると、プログラムの認定を確認する

通知が ISA スポンサー会社に送られ、ISA となった従業員に資格証明書が授与されます。

• ISA となった従業員は認定 ISA 資格者としてPCI SSCのデータベースに追加され、スポンサー会社は、認定を維持するために行
われる年に一度の再認定の時期が来るまで、自社のセキュリティ監査を実施できます。

以上の手順を完了すると、ISA プログラムの認定を受けることができます。ISA は毎年再認定を受ける必要があります。ISAの
再認定試験は 12 か月ごとにオンラインで行われ、受験料は 1,095 米ドルです（金額は 2017 年のものであり 2018 年は
変更される場合があります）。

ドキュメントの記入および応答はすべて英語で行う必要があります。

https://www.pcisecuritystandards.org/security_standards/documents.php?document=isa_validation_requi_v2
https://programs.pcissc.org/isaregistration.aspx

